
2月5日、友遊児童館

でアイスキャンドルの点

灯式が行われたでござる！

この日は最高気温もマイナス

のとても寒い日でござったよ。

職員の合図で、色とりどりの

キャンドルに灯をともした

でござる！きれいでご

ざるな～♪



中学校2年生

小学校5年生

厚岸っ子の体力の
ɹɹɹɹ状況をお知らせします

【全国体力・運動能力、運動習慣等調査の概要】
ɹ1．調査期間ɹ令和元年ɹ1学期間

ɹ2．調査対象ɹ小学校5年生（全児童）…男子31人、女子30人

ɹɹɹɹɹɹ      中学校2年生（全生徒）…男子34人、女子43人

ɹ3．調査内容 （1）実技に関する調査

ɹɹɹɹɹɹɹɹ握力、上体起こし、⾧座体前屈、反復横跳び、20㍍シャトルラン、

ɹɹɹɹɹɹɹɹ50㍍走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ（中学生はハンドボール）、

ɹɹɹɹɹɹɹɹ持久走（中学生のみ）

ɹɹɹɹɹɹɹ（2）質問紙調査

ɹɹɹɹɹɹɹɹ運動習慣アンケート（運動習慣・生活習慣）

【調査結果（全国平均を50としたときの偏差値）】
ɹ 厚岸町ɹɹ ɹ  全道

男子 女子

女子男子

ɹ町内の小学校5年生と中学校2年生を対象に1学期に実施した、全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果

をお知らせします。調査では、実技に関する調査（小学生8種目、中学生9種目）のほか、運動や生活習慣を捉え

るための質問紙調査（アンケート）を行っています。この調査で把握できる体力・運動能力や運動習慣の状況は特

定の一部分ですが、調査結果から学校教育活動の状況や児童生徒の体力の状況、傾向を捉えることで、今後の教

育活動の改善を進めていきます。
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ɹ体力合計点は、男女ともに全国平均を上回り

ました。

ɹ男子は、9種目中7種目で全国平均を上回り

ました。小学生の結果と同様に、反復横跳びは

全国平均を上回っていますが、持久走は全国平

均を下回っています。

ɹ女子は、9種目中6種目で全国平均を上回り

ました。男子の結果と同様に、反復横跳びは全

国平均を上回っており、持久走は全国平均を下

回っています。

ɹ

ɹ『保健体育の授業は楽しい』という質問に対し

て、男子は86％、女子は100％『楽しい・やや

楽しい』と回答しており、男女ともに肯定的な

考えを持っている生徒が多い状況となっていま

す。

小学生 体力・運動習慣状況

・町内の体力・運動能力、運動習慣などの結
ɹ果を分析し、成果や課題から改善策を提示
ɹします
・体力向上の研修機会を通し、授業力を高め
ɹます
・成⾧に必要な栄養摂取や望ましい生活リズ
ɹム習慣を意識できる取り組みを進めます
・体育館やプールなど、町内の運動施設の積
ɹ極的な活用を進めます

・安定した人間関係づくりに努めます
・体力を高める環境づくりを進めます
【授業では】
・運動量を確保し、年間を通した体力づくり
ɹを進めます
・楽しみながらも、運動量を保障した授業展
ɹ開を工夫します
・適切な運動負荷のある種目を、積極的に取
ɹり入れます（中学校）

・休日や⾧期休業中の過ごし方について、親子で話し合いましょう
・お手伝いなど、家庭での役割を持たせましょう
・テレビゲームや携帯電話などの情報端末機器利用のルールを家庭で決め、しっかり守らせましょう

学校では 教育委員会では

家庭では

●問い合わせ／教育委員会指導室（役場内）

『やった！』『できた！』を実感して体力・健康増進！

ɹ女子の体力合計点は、全国平均を上回りまし

たが、男子の体力合計点は、全国平均を下回る

結果となりました。

ɹ男子は、俊敏性を測る反復横跳びで全国平均

を上回っていますが、持久力を測る20㍍シャト

ルランでは全国平均を下回っています。

ɹ女子は、8種目中5種目で全国平均を上回り

ました。特に握力は、今年も全国平均を上回っ

ており、厚岸っ子の特徴的な傾向といえます。

ɹ

ɹ運動系の少年団活動やスポーツクラブで活動

している人数が、調査対象人数中30％であり、

調査開始以来、最も少ない状況となっています。

中学生 体力・運動習慣状況
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山路を登りながら

●制度概要：

●活動期間：

地域おこし協力隊

活動拠点 厚岸町

【厚岸町における導入の効果】



　

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ●問い合わせ／総務係
ɹ



●問い合わせ／政策調整係
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▲飛行するドローン▲モニターで空撮している映像を確認
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https://www.facebook.com/akkeshi.chiikiokosi/
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　　岸湖・別寒辺牛川水系には、毎冬オオハクチョ  

　　ウが飛来し、その多くが越冬します。しかし、

水鳥観察館が開館した平成7年からのオオハクチョ

ウのシーズン飛来数は、平成20年度（平成20年〜

平成21年冬）を最後に、一つのピークの目安であっ

た6,000羽を越えることがなくなりました。それ以

降はピークの飛来数は減る一方です。越冬数も同様

の経緯をたどっています。

　今季も例年並みの10月10日にオオハクチョウの  

初飛来を迎えました。10月末には1,000羽を越えま

したが、11月に入ってからは約1,300羽で、これが

この冬の最大飛来数になってしまいました。では、

オオハクチョウはどこに行ったのでしょう?

　　海道には2本の大きな渡りのルートがあります。

　　一つは“道央ルート”。もう一つが“道東ルート”

で、厚岸町や風蓮湖（根室市・別海町）などはこちら

に入ります。その入り口であるオホーツクの湖沼群

にはそれなりの数が入っています。でもそれらのオ

オハクチョウが十分な水草もあり環境的には何の問

題もない厚岸湖に来なくなっています。

　さて、明治時代に入ってから北海道でとうもろこ

し栽培が盛んに行われるようになり、現代に至るま

で作付けの増減を繰り返し、青刈りとうもろこし（飼

料用）として平成19年頃から再び増加。厚岸湖のオ

オハクチョウの減少時期は、おおよそデントコーン

作付面積の再増加と符合しますし、左のグラフとも

おおよそ合致します。

　　まり、道東のオオハクチョウについては、デン

　　トコーンへの餌場のシフトが始まっているので

す。一般的には“農耕地シフト”といい、イギリスで

は1960年代から起こっている出来事で、他のヨー

ロッパ諸国でも、ある時期から農地で採食する習性

に変化しています。北海道でも地域による差が大き

いのですが、平均すると農地依存が顕著です。

　厚岸町でのデントコーンの作付けも増えているの

ですが、実はオオハクチョウはそれほど入っておら

ず、むしろタンチョウの方が目立ちます。

　十勝川河口エリアでオオハクチョウ、ガン類の異

常集中が見られますが、ほとんどデントコーンによ

るもので、長沼町などでもかなり集まっています。

これらの気になるエリアは、紋別市から斜里町まで

の海岸線内陸側、釧路湿原周辺、十勝川下流エリア

などで、雪が降ると採食不能になるため越冬はでき

ません。その後は、東北方面に南下してしまいます。

　　

　　オハクチョウについては、湖沼のアマモよりも

　　畑のデントコーン（東北では稲の落ち穂）が流行

の最先端といったところなのでしょう。そのまま越

冬期に入っても、既に南下してしまった群れは厚岸

湖に戻ってくることはありませんので、越冬数も減

少傾向が強いと考えられるのです。
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●問い合わせ／水鳥観察館　52-5988
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